
協働事例紹介シート

取り組みの概要

・市⺠に対し、広く情報を周知することがで

き、受講生募集に向けて効果的な広報活動が

可能。

・講師、受講生、一般公募委員により構成され

る「市⺠主体」の組織であるため、住⺠の学習

ニーズを適切に汲み取ることができる。

シェフの簡単料理→

←背骨コンディショニング

・運営の指導・助言。

・広報活動（広報誌、チラシ配付、ＳＮＳに

よる周知等）。

・運営委員会を開催し、運営全般について議論

し、方向性を決定する。

・年齢や男⼥の区別のない、学習機会の充実が図られます。

 ・幅広い年齢層の中で、学習を通した交流が図られます。

 ・平成30年度 155講座開講、受講者2,018⼈。

高校生以上を対象に「趣味・教養」講座を各種開講し、趣味・教養を身につけながら、ふれあい

の輪を広げ、誰もが気軽に学べる学習機会を提供しています。講座は、⾳楽・語学・書道・健康

スポーツ・パソコン等、広い分野で開講しています。

誰もが気軽に学べる機会を提供するとともに、市⺠の⽣きがいづくりを促進するこ

とを目的に、プラザ・エンジョイスクール運営委員会の⾃主運営により、平成８年

度から趣味・教養講座を開講しています。
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講座によっては受講者が減少傾向にあるため、運営委員会において検討し、改善を図ります。
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・講師、受講生、一般公募委員で構

成

事務局

事務局事務局

事務局

・とかちプラザ

指定管理者オカモト

帯広市（生涯学習文化課）

帯広市（生涯学習文化課）帯広市（生涯学習文化課）

帯広市（生涯学習文化課）

・運営の指導、助言をおこなう


